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新年度スタ－ト！ 

春の気配もようやくととのい、日中は汗ばむほどの陽気になってまいりました。皆

様におかれましては、農作業への準備などいよいよ本格的に始まったことと思いま

す。今年も活動組織や市町村の皆様のお役に立てるような情報提供に努めてまい

りますので、本年度もよろしくお願いします。   

さて、今回の「協議会だより」では、３月に行われた関東農政局長表彰について、

「平成 31 年度改正のポイント」と、東春近環境保全会（伊那市）のご紹介についてお知らせします。 

平成 30年度多面的機能発揮促進事業 関東農政局長表彰 

  「多面的機能発揮促進事業、関東農政局長表彰」とは関東農政局管内において、多面的機能支払

に係る取り組みを対象に、優秀な活動取り組みをした組織を表彰するもので、平成 30 年度から始まり

ました。最優秀賞は逃しましたが、八木沢水土里会（上田市）と長野西活動組織(木曽郡大桑村)が優

秀賞に輝きました。 
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長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 
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              会 長 赤羽 昭彦 

 

Vol.38（2019 年４月 19日発行） 
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八木沢水土里会は上田市塩田の西端に位置し、田園風景を次世代つなぐため、農地、ため池等の

農業施設の維持保全を実施。また、ふるさとのシンボルである上田電鉄別所線の「八木沢駅を花いっ

ぱいに」を合い言葉に景観保全に取り組んでいます。 

長野西活動組織は、JR 大桑駅の南東側に位置し、農家の減少、高齢化により農地や農道、排水路

などの施設の保全が懸念されるなか、農地や農業施設の維持保全に農家、非農家が協力して取り組

み、さらには農道沿いに「あじさい」を植樹し、村の新たなビュ－ポイントとなっております。両活動組織

の皆さまの同事業に対しての模範的な取り組みが高く評価されました。 

平成 31年度改正のポイント 
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申請・報告様式等については、協議会ホームペ－ジのトピックス「平成 31 年度制度改正に係る

エクセル様式について」に掲載しておりますのでご活用ください。 
 

                                                                   

 

 

活動組織紹介   

 

今回は、伊那市の「東春近環境保全会」を紹介します。 

 

東春近環境保全会は、伊那市南部の天竜川左岸に広 

がる水田地帯を対象に活動を行う広域活動組織です。 

対象農地は約 510ha で、農地維持活動、共同活動及 

び長寿命化活動を行っています。 

活動は、平成 19年度の制度発足当初時から、地域が 

一体となった取り組みとして定着しております。 

保全会の組織は、全体会議には 8地区の代表のほか、21団体が参加し地域共同の取り組みとなっ

ており、地域型の広域活動組織として効率的な活動を展開しています。 

活動は、各地区が活動計画に基づき主体的に行い、毎月各地区の会長を含めた役員会を開催して、

進捗状況や情報交換、事務連絡を行っています。 

農地維持活動では、通常の農地、水路等の保全活動に加え、遊休農地の発生防止や耕作放棄地

対策として農地の再生活動を実施しております。 

共同活動では、地域の環境保全に取り組み、特に地域水辺環境である清水川草刈り等の保全活動

は多くの住民参加による共同活動として続けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区データー】 

 

・取組面積 約 510ha 

・対象施設 開水路 116km 

・交付金  約 2,170万円 

（農地維持、共同、長寿命化） 

 
清水川の草刈り共同活動 
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さらに、毎年８月の恒例行事となっている「清水川生き物調査」は、子供から大

人まで参加する地域イベントとなっており、地域の環境資源を再発見し、環境保

全意識を向上させる大切な機会となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした組織の活動は、保全会が発行する「カワセミ通信」で周知を図っています 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水川の草刈り前 

 

清水川の草刈り後 

生き物調査（講師の説明を受ける参加者） 生き物調査の様子 

「カワセミ通信」は平成 31年 2月までに 53回発行しています 
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「カワセミ通信」の発行は、活動に対する地域の理解や合意形成に役立っており、時には、水路の

簡易目地補修の記事などより身近な情報も掲載されており、Ａ３両面１枚の広報誌ではありますが、内

容の詰まった有意義で貴重な広報誌となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東春近保環境保全会は、事務局を市役所支所内に置き、常勤の事務員を配置し事務等を一元的

に処理しています。 

また、役員体制など組織の基盤もしっかりとしており、今後も地域一丸となった多面的機能支払事業

の継続した取り組みで、豊かな農村資源を有した「水の郷東春近」を後世に受け継いでいくことが期待

されます。 

最後に、取材にご協力をいただいた事務局の下平さん、伊那市の担当者の皆様には感謝申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

 

水路の目地補修を紹介（カワセミ通信第 52号平成 30年 10月 25日発行） 
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今後の予定 

 長野県多面的機能支払交付金事業 県市町村担当者会議及び研修会の開催 

 

 １. 日 時  平成 31年 4月 26日 （金） 10：00～12：00  担当者会議 

                            13：30～15：30  新規担当者研修会 

 ２. 場 所  長野県安曇野庁舎講堂（安曇野市豊科 4960-1） 

  

平成 31年度の役員・事務局体制 

   新年度の役員                                 新年度の事務局体制 

 

 

 

 

事務局から 

 

 

 

 

 

 

 

 

役員 所属 職名 氏名 

会長 長野県土地改良事業団体連合会 専務理事 赤羽 昭彦 

副会長 長野県 農政参事兼 

農業政策課長 

 

草間 康晴 

副会長 長野県農業協同組合中央会 参事 武重 正史 

監事 長野県農業会議 専務理事 小林 文彦 

監事 長野市 農林部長 倉島 康嘉 

職名 氏名 

事務局長 田中 庫夫 

技術指導員 白石 昌仁 

書記 小田切 優 

指導員 坂田 忠則 

指導員 丸山 利夫 

指導員 太田 雅弘 

指導員 才川 知利 

協議会の役員も事務局も新たな体制になり

ましたが、これまで同様活動組織、市町村の皆

様のお役に立てるような情報の掲載に努めて

まいります。 

     本年度もよろしくお願いします。 

■問い合わせ先 

 
長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 

（担当：田中・白石） 
TEL 026-219-6351 FAX 026-219-6352 

E メール nagano-tamenteki@wonder.ocn.ne.jp 

URL http://www.nagano-nouchimizu.net/ 


